
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年７月２３日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．山形大学生活協同組合と災害時の相互協力に関する協定を締結しました 

２．平成 25年度「地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業」に採択 

３．山形のシカはどこから来たのかを解明しました 

４．YU-COE(E)「パラオ諸島の生物多様性に関する教育研究拠点形成」に関する 

活動報告 

５．第６回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇を開催します 

６．『奥の細道マイスター養成講座（初級）』を開催します 

 

  お 知 ら せ     

１．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催  

２．FD ネットワーク“つばさ”プロジェクト 大地連携ワークショップの実施 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年８月６日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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平成２５年７月２３日                  

山 形 大 学 

 

山形大学生活協同組合と災害時の相互協力に関する協定を締結しました 

山形大学と山形大学生活協同組合は、災害が発生した時に、相互に協力して応

急対応するために、本日７月２３日付けで「災害時の相互協力に関する協定」を

締結しました。 

 

◆目的 

山形大学と山形大学生活協同組合は、災害時の地震、風水害、大火災その他に

よる災害の発生時に相互に協力して、学生・教職員並びに大学に避難して来られ

る地域住民に緊急対応し、安全や安定を図ることを目的に、協定を締結しました。

（別添協定書を参照） 

 

◆概要 

 災害発生時に本学の要請に基づき、山形大学生活協同組合から飲料水及び食料

等の提供、食堂等施設の災害時利用、器具・車両等の提供、燃料の提供等を受け

るというものです。 

 本協定の締結により、災害時には情報を共有しながら、本学と山形大学生協が

相互に協力して緊急対応に当たることになります。 

 

◆その他の支援体制 

 小白川キャンパスのグラウンド及び体育館が山形市避難所に指定され、大学敷

地内に『山形市防災倉庫（２坪）』を設置しています。倉庫には、発電機・投光

器、毛布・携帯トイレ・食糧等が備蓄されています。 

 また、本年度内を目途に、山形大学独自に『被災者支援システム』の構築を計

画しています。このシステムは、小白川キャンパス内の就学生・教職員（5,700

人余）への防災対策の整備充実を図るとともに、帰宅困難となった就学生・教職

員の他、被災した地域住民も合わせて大学の施設内で支援するための設備等(井戸

掘削による飲料水等の確保、自家発電の導入、照明の確保、救護所、冬季の暖房

の確保等)の整備を行うものです。（別添災害時の支援体制図を参照） 

 

 今回の生協との協定締結をはじめとするさまざまな取り組みは、学生・教職員

のみならず、地域の皆さまの安全確保にも大きく寄与できるものと考えています。 

 

 

（お問合せ先） 

エンロールメント・マネジメント部 

政策課      

電話 ０２３－６２８－４７００ 



国立大学法人山形大学と山形大学生活協同組合との間に 

おける災害時の相互協力に関する協定書 
 

国立大学法人山形大学（以下「甲」という。）と山形大学生活協同組合（以

下「乙」という。）は，災害時における相互協力に関する協定を次のとおり締

結する。 

 

（目的） 

第１条 甲及び乙は，地震，風水害，大火災その他による災害（以下「災害」

という。）発生時において，相互に協力して学生・教職員並びに大学に避難

してきた地域住民に緊急対応し，安全や安定を図ることを目的とする。 

（協力要請する事項） 

第２条 甲は，災害時における緊急対応のため，乙に対し次の事項を協力要請

することができる。 

（1）飲料水及び食料等の提供 

（2）食堂等施設の災害対策への利用 

（3）器具・運搬車両の提供 

（4）プロパンガス及び関連器具並びに灯油の提供 

（5）災害対策に必要な労務の提供 

 （協力の期間） 

第３条 乙の，前条に規定する協力の期間は７日以内を限度とする。ただし，

甲・乙協議の上，協力の期間を延長することができる。 

（緊急連絡網の整備） 

第４条 甲及び乙は，災害時における相互協力を円滑に行うため，災害時緊急

連絡網を整備するものとする。 

（情報の提供） 

第５条 甲は，乙に対し災害に関する必要な情報を提供するものとする。 

（協力の実施） 

第６条 乙は，甲からの協力要請に対し，協同組合の理念に基づき全国の大学

生協ネツトワークの協力も得ながら，積極的に応えるものとする。 

（甲の要請手続き） 

第７条 甲から乙への要請手続きは，文書をもって行うものとする。ただし，

緊急を要するときは口頭又は電話等をもって要請し，その後速やかに文書を

提出するものとする。 

（乙の受諾手続き） 

第８条 乙は，甲からの要請に協力するときは，文書をもって受諾の回答をす

るものとする。ただし，緊急を要するときは口頭又は電話等をもって回答し，

その後速やかに文書を提出するものとする。 

（費用の負担） 

第９条 第２条により乙が提供した費用の負担は，甲・乙協議の上，決定する

ものとする。 



（災害対策物資の管理） 

第１０条 乙は，第２条に規定する飲料水及び食料等を乙の食堂等において管

理するものとする。 

（在庫状況の報告） 

第１１条 この協定の万全な実施を期すため，甲は乙に対して，飲料水及び食

料等の在庫状況について報告を求めることができる。 

（防災訓練等への参加） 

第１２条 乙は，甲の開催する防災訓練等に積極的に参加するものとする。 

２ 甲は，防災訓練等の実施に当たっては，事前に乙に文書で通知するものと

する。 

（協定の有効期間） 

第１３条 この協定の有効期間は，締結した日から起算して１年間とする。た

だし，甲と乙のいずれかから特段の申し出がない場合は，有効期間満了の日

の翌日から起算して１年間延長するものとする。 

（その他） 

第１４条 この協定の実施に関し必要な事項及び定めのない事項について，こ

れを定める必要がある場合には，その都度甲・乙協議の上，定めるものとす

る。 

 

 

  この協定書は２通作成し，双方記名押印のうえ，各自１通を所持する。 

 

 

平成２５年 ７月２３日 

 

 

 

  

 (甲)  

          国立大学法人山形大学 

        

 学 長   結 城 章 夫  
 

 

 

（乙）  

山形大学生活協同組合 

 

理事長    佐々木    実 
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                                   平成２５年７月２３日                  

山 形 大 学 

 

平成25年度「地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業」に採択 

このたび、文化庁の平成２５年度「地域と共働した美術館・歴史博物館創造活

動支援事業」に、山形大学附属博物館(山形古文書伝承事業実行委員会)の「山形の

古文書を未来へ伝承するプロジェクト」が採択されました。 

 

1 事業の名称 

   「山形の古文書を未来へ伝承するプロジェクト」 

 

 2 目  的 

東日本大震災後、「自分たちの生まれ育った地域の歴史や文化を未来に伝える」

ことの必要性が再認識され、山形県内の博物館を訪れる地元の利用者が急増した。

本事業はこの気運をサポートし、特に古文書による学びを支援する環境の整備と

研究者・指導者の育成に貢献することを目的とする。 

 

 3 事業概要 

山形県内に質量ともに豊富に伝承されてきた古文書を活用し山形の歴史と文

化を未来へと伝承するプロジェクトで、「古文書自体を未来へと伝承するための

アーカイブ事業」及び「古文書の意義と活用方法を幅広い世代に啓蒙し、伝承の

担い手を育成するための普及事業」の２事業を３カ年計画で進めていく。 

初年度である平成25年度は、下記の事業を実施する。 

(1)アーカイブ事業 

①古文書目録化 

    ②データベース構築 

(2)普及事業 

①「古文書から山形を知るシンポジウム」開催 

    ②「古文書寺子屋」開校  

 

 4 補助事業経費(内定額) 

   9,804,000円 

 

 5 事業実施期間 

   平成25年7月1日～平成26年2月28日 

 

 

 
（お問合せ先） 

 附属博物館 高橋 加津美 

電話：023-628-4930 



 

プレス発表資料 
 

平成２５年７月２３日 

山 形 大 学 

 

山形のシカはどこから来たのかを解明しました 

 

○山形県ではニホンジカの出没例が増加 

 ニホンジカ（シカ）は山形県内では大正期に絶滅し，その後の約９０年間，目撃例は

ほとんどありませんでした。しかし，200９年以降，県内各地で再びシカが散発的に目

撃されるようになりました。シカが増えると農林業への新たな被害が生じることが懸念

されます。そのため，山形大学理学部生物学科では，本県に現れたシカの出所を明らか

にするための調査を行い，その成果の一部を，日本哺乳類学会の学会誌「哺乳類科学」

（５３巻１号，２０１３年６月発行）で発表しました。 

 

○山形のシカは岩手と北関東方面から進出 

 山形県に進出しつつあるシカの出所を明らかにする目的で，DNA分析を利用した調査

を行いました。村山市，鶴岡市，小国町で交通事故により死亡した4個体から組織を採

取してミトコンドリアDNAの塩基配列を調べました。エゾシカからヤクシカまで日本各

地のシカが持っているミトコンドリアDNAの配列と照合したところ，1個体の遺伝子型が

岩手県北上山地のシカでみられる遺伝子型と一致しました。一方，他の3個体は，尾瀬

や日光など北関東のシカと系統的に近いことがわかりました．この結果から，山形県の

シカは，南北２つの地域から，別々に進出している可能性が示されました。山形県森林

環境研究センターによる出没状況の調査でも，複数のルートでシカが県内に進出してい

ることが示されています。 

 

○山形県立博物館企画展「やまがたの野生動物」について 

 上記の研究成果については，７月２７日〜９月２３日に開催される山形県立博物館企

画展「やまがたの野生動物」でも紹介しています（別添資料参照）。同企画展では，シ

カと同様に本県で目撃例が増加しているイノシシに関する説明もしています。 

 

 

 

山形で最近目撃が増えているニホンジカは、岩手と北関東の２地域から進出してい

ることが、遺伝子分析により明らかになりました。本件については、2011年に新聞報

道でも紹介されましたが、この度、調査結果をとりまとめた論文が、日本哺乳類学会

発行の学術雑誌に掲載されました。 

（お問合せ先） 
理学部生物学科・玉手英利 

電話023-628-4620  
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                                   平成２５年７月２３日                  

山 形 大 学 

YU-COE(E)「パラオ諸島の生物多様性に関する教育研究拠点形成」 

に関する活動報告 

理学部で推進している同研究プロジェクトで、研究成果をまとめた総説本の出
版、国際学会での発表を行い、高い評価を受けました。また、一般向け講義とし
て、７月１４日に農学部で「クラゲマイスター養成講座」を開催し、クラゲ類に

関する最新の研究成果を紹介しました。 

 

１．パラオ諸島海水湖群に生息する海洋生物の進化に関する総説本出版と評価 

  ヨーロッパのInTechという出版社から「パラオ海水湖群に生息する海洋生物の

進化」に関する研究成果をまとめた英文の総説を出版しました。電子出版された

私達の章は、世界中で１５００件以上ダウンロードされて読まれているとの通知

があり、高い評価を受けていることがわかりました。 

 

２．海水湖群に生息する魚類集団の進化に関する国際学会での発表と評価 

  ６月２４日〜２８日に沖縄で開催された第９回インド太平洋魚類国際会議で、

「パラオ海水湖群に生息する魚類の進化」に関する口頭発表を行いました。そこ

で、この分野の権威であるハワイ大学のB. W. Bowen教授らから"Exciting data!"

という賞賛の言葉をいただきました。 

 

３．クラゲマイスター養成講座の開催 

  一般の方々に「海洋生物の進化の実験室であるパラオ海水湖群」の魅力を伝え

るために、７月１４日に農学部で開催される「クラゲマイスター養成講座」で、

「パラオのタコクラゲ・ミズクラゲの形態進化の謎」という題目で講義を行いま

した。 

 

４．今後の予定 

  今年度は１０月２７日〜１１月３日の日程でパラオ諸島へ調査に行き、海洋生

物の調査を行う予定です。特に、クラゲ類では、昨年度発見され、DNA分析の結果

サカサクラゲ属の新種であることが判明した幼生を持ち帰る予定です。持ち帰っ

たクラゲ幼生は加茂水族館で飼育し、クラゲ体の形態を詳しく観察して、論文発

表の準備をする予定です。 

 

＊YU-COE(E)：国際的に通用する高い水準の研究拠点や、研究成果が社会、地域に大きく貢献する研究拠点 

に将来なり得る研究グループに対して、山形大学独自で拠点形成支援を行う制度。 

（お問合せ先） 

理学部生物学科・半澤直人  

電話023-628-4613  

















 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成２５年７月２３日                  

山 形 大 学 

 

第６回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇を開催します 

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業と 

して、9月８日（日）に、第６回山形大学高校生朗読コンクールと群読劇「グスコ

ーブドリの伝記」を開催します。 

 

東北の未来を考えるために、東北に生まれ、東北に根ざした作品を発表した宮沢賢治

の作品を東北の人びとが中心となって東北の地で表現する催しです。 

東北の人びとが未来に希望の灯を見いだすための一助となればと願っています。 

 

◆概要 

日 時：平成２５年９月８日（日）１３時３０分～１７時ごろ 

第一部：山形大学高校生朗読コンクール 

第二部：群読劇「グスコーブドリの伝記」 

場 所：シベールアリーナ（山形市蔵王松ヶ丘） 

演 出：佐藤 正文氏（演出家、酒田市出身） 

出 演：益岡 徹、磯部 勉 

群読隊：山形の子どもたち・一般市民・山形大学生約４０ 名 

 

◆朗読コンクール 

・コンクールには、予選を通過した東北六県の高校生（現在予選審査中）１０名が出

場し、岩手県出身の作家宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』のそれぞれ異なる部分を朗読し

ます。 

 

◆群読劇 

・宮沢賢治の童話「グスコーブドリの伝記」にもとづく群読劇(集団での朗読を主体と

した劇形式)です。 

・「グスコーブドリの伝記」は、酒田市出身の演出家佐藤 正文氏が演出を担当、益

岡 徹さん、磯部 勉さんの２名の俳優をお招きし、山形の一般市民と子どもたち、

山形大学の学生およそ４０名が一体となって舞台をつくります。 

 

（お問合せ先） 

山形大学渉外部渉外課 

（℡）023(628)4016 
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                                平成２５年７月２３日 

山 形 大 学 

 

『奥の細道マイスター養成講座（初級）』を開催します 

  
◆概要 

山形大学では、平成24年度に「奥の細道マイスター事業」をスタートしました。 

この事業は、元禄二（1689）年の芭蕉のみちのくの旅を学んで、東北の歴史・文化を語れるボラ

ンティアガイドの育成に加え、震災後の東北の文化的ネットワークを構築するという取り組みです。

初級・中級・上級の各講座を毎年一回開催しますので、マイスターを希望される方は、初級から受講

を開始していただきます。初級は山寺、中級は山形県庄内地方、上級は宮城県内で実施します。 

 

◆平成２５年度初級講座のスケジュール 

「奥の細道マイスター養成講座①」（兼）第23回山寺芭蕉記念館文化セミナー第２部 

日時：10月 11日（金） 17:00～20:30 

場所：山形市霞城公民館（予定） 

日程：17：00～17：30 開講式（マイスター養成講座受講生のみ） 

18：30～20：30 公開講座   第１部 講演「立石寺の考古学的知見」 

第２部 シンポジウム「芭蕉が出会った山寺の魅力」 

「奥の細道マイスター養成講座②」 

日時：10 月 12日（土） 

場所：山寺芭蕉記念館 

日程：午前：立石寺現地講座 

午後：「企画展 潁原退蔵・尾形仂コレクション展」展示品解説･ギャラリートーク 

             会議室で講座 

「奥の細道マイスター養成講座③」 

日時：10 月 13日（日） 

場所：山寺芭蕉記念館 

 日程：午前：「おくのほそ道」と芭蕉についての講座 

午後：認定試験・修了式 

 

●主催／山形大学 

●共催／山寺芭蕉記念館指定管理者 財団法人山形市文化振興事業団 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学渉外部渉外課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４３  



○

       奥 の 細 道 マ イ ス タ ー 
         養成講座（初級）のご案内 

     山形大学では、平成２４年度に「奥の細道マイスター事業」をスタートしました。 
 元禄二（1689）年の芭蕉のみちのくの旅を学んで東北の歴史・文化について語れるボランティアガ
イドの育成に加え、震災後の東北の文化的ネットワークを構築する取り組みです。 
 初級・中級・上級の各講座を毎年一回開催します。マイスターを希望される方は初級から受講を開
始していただきます。初級は山寺、中級は山形県庄内地方、上級は宮城県内で実施します。 
 平成２５年度の初級講座は、下記期日で開設します。 
（会場は変更になる場合があります。変更する場合は受講決定時にご連絡します） 

 
 
 
 
 

◆平成２５年度開講日程（平成２５年１０月１１日（金）～１３日（日））    
○第一日目「奥の細道マイスター養成講座①」  （兼）第23回山寺芭蕉記念館文化セミナー第２部 
 日時： 10月11日（金）17:00～20:30 
 場所： 山形市霞城公民館（予定） 
 日程： 17:00～17:30    開講式(マイスター養成講座受講生のみ） 
       18:30～20:30   公開講座「山寺立石寺と『おくのほそ道』」 
       第１部   講演 「立石寺の考古学的知見」 
                （講師：荒木志伸山形大学基盤教育院准教授） 
       第２部  シンポジウム 「芭蕉が出会った山寺の魅力」 
                  （相原一士山寺芭蕉記念館学芸員・荒木志伸准教授・ 
                山本陽史山形大学基盤教育院教授  
                                  コーディネーター：伊藤 悟山形大学渉外部准教授）                  
      （11日の公開講座のみの定員：300名） 入場料：無料 
 
○第二日目「奥の細道マイスター養成講座②」 
 日時： 10月12日（土)   
 場所： 山寺芭蕉記念館（山形市大字山寺字南院4223） 
 日程： 午前：立石寺現地講座（講師：荒木志伸准教授） 
        午後：「企画展 潁原退蔵・尾形仂コレクション展」展示品解説・ギャラリートーク 
                           （講師：相原一士山寺芭蕉記念館学芸員、山本陽史教授） 
            会議室で講座 
              （講師：荒木志伸准教授・山本陽史教授） 
 
○第三日目「奥の細道マイスター養成講座③」 
  日時： 10月13日（日)    
 場所： 山寺芭蕉記念館（山形市大字山寺字南院4223） 
 日程： 午前：『おくのほそ道』と芭蕉についての講座 
                        （講師：山本陽史教授） 
        午後：認定試験・修了式 
 
        
 
 
 

○受  講  料／無料 
○申込方法／裏面受講申込書により郵送またはＦＡＸにて申し込んでください。   
○締切／平成２５年９月10日（火） （公開講座は、平成２５年９月30日（月）） 
○定員／マイスター養成講座 20名（応募者多数の場合には抽選となります。）    
      公開講座 300名（定員になり次第締め切らせていただきます。）      
    なお、マイスター養成講座受講決定者は必ず聴講していただきます。） 

                      山形大学渉外部渉外課 
              
           〒990-8560 山形市小白川町一丁目４－１２ 

                         TEL：023-628-4843 FAX：023-628-4849  

                         E-mail：k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp                                        

  ●主催／山形大学 ●共催／山寺芭蕉記念館指定管理者 財団法人山形市文化振興事業団  

 
 

お問い 
合わせ先 

 
 



〒 

奥の細道マイスター養成講座（初級） 
受講申込書 

氏名 住所・連絡先 

〒 
 
〒 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

TEL（    ）    － 
FAX（    ）    － 
E-mail： 

 
 
 
 
 

 

          山形大学渉外部渉外課 
                  〒990-8560 山形市小白川町一丁目４－１２ 
                         TEL：023-628-4843 FAX：023-628-4849  
                          E-mailk-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
                                       

お申し込み先 

申込
締切 

平成２５年９月１０日（火） ※公開講座のみの方は９月３０日（月） 

養成講座への応募者多数の場合は抽選となります。 

申込み内容 
１   養成講座（初級）（10月11日～ 13日）    

２   公開講座 （10月11日）１１１１１１１１  

右の数字の１か２のどちらかに
○をしてください。１に○を付け
た方は公開講座も受講していた
だきます。 

  奥の細道マイスター初級の認定を得るためには、１の養成講座（初級） 
 の全日程（10月11～13日）を受講する必要があります。 

〒 

  （年齢  才） 

山形大学渉外部渉外課 あて 



              
 
山形大学渉外部渉外課    
〒990-8560  
 山形市小白川町一丁目４－１２ 
    TEL：023-628-4843 FAX：023-628-4849  

     E-mail：k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp                                        

 
 
主催／山形大学 共催／山寺芭蕉記念館指定管理者 財団法人山形市文化振興事業団  

日時：平成２５年１０月１１日（金）   18:30～20:30 
場所：山形市霞城公民館（予定） 
   第１部  講演「立石寺の考古学的知見  」 
           講師：荒木志伸山形大学基盤教育院准教授 
   第２部     シンポジウム「芭蕉が出会った山寺の魅力」  
                                           相原一士山寺芭蕉記念館学芸員・荒木志伸山形大学 基盤 
                                           教育院准教授・山本陽史山形大学基盤教育院教授 
           コーディネーター：伊藤悟山形大学渉外部准教授 

 
 
  
 
 
                

 
 
 
 

○受  講  料／無料 
○申込方法／受講申込書により郵送またはＦＡＸにて申し込んでください。   
○締切／平成２５年９月３０日（月） 
○定員／ 一般市民 300名（定員になり次第締め切らせていただきます。）      

     
※駐車台数に限りがありますので、 
         公共交通機関をご利用願います。 

   奥 の 細 道 マ イ ス タ －養成講座 
      公開講座聴講者募集！ 

     山形大学では 、昨年度から「奥の細道マイスタ－養成講座」を開講してい
ます。被災した東北地方を縦断し、芭蕉が足跡を残した各地にマイスターを
養成し、観光等のボランティアとして活躍していただく事業です。 
 養成講座の中の公開講座は、マイスター講座受講生以外の皆様にも開放し
ます。 

       奧の細道マイスター養成講座公開講座受講申込書 
お名前： 
 
ご住所：〒 
 
同行者氏名（申込者含め３名まで）：① 
 
                        ② 
 
電話番号：                ファックス番号（任意）： 
Ｅメールアドレス（任意）： 

 
 
お問い合わせ先 

 
 



 

プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２５年７月２３日 

山 形 大 学 

 

１．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山形

県の人・モノ・地域作り」をテーマに、「やまがた夜話」を開催し、それぞれの得意分野で

活躍している第一人者の方からお話しをしていただきます。 

８月は、『山形発 ～食の魅力と可能性～』をテーマに４回開催します。 

◆日 時：  ※全日、１８：３０～１９：３０まで 

８月２１日（水）鹿野 一郎 氏(山形大学大学院理工学研究科 准教授) 

８月２２日（木）滝田  潤 氏(日東ベスト(株)中央研究所) 

８月２７日（火）西岡 昭博 氏(山形大学大学院理工学研究科 教授) 

８月２８日（水）五十嵐喜治 氏(山形大学名誉教授) 

◆場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

◆対 象：高校生・学生・一般市民 定員５０名（参加費は無料） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

２．FD ネットワーク“つばさ”プロジェクト 大地連携ワークショップの実施 

このワークショップは、文部科学省平成２４年度「大学間連携共同教育推進事業」に採択

された、「東日本広域の大学間連携による教育の質保証・向上システムの構築」FDネットワ

ーク“つばさ”プロジェクトによる事業です。平成２５年度は金山町において、「きらり金

山再発見！１番人気はどの地域だ！？」をテーマに地域の活性化に取り組みます。 

◆期 間： ８月６日（火）～９日（金） 

◆参加者： 山形大学の５名と以下の１４名   計１９名 

(北海道)北翔大学２名、札幌大学女子短期大学部１名 

(青森県)青森中央短期大学２名 

(千葉県)国際武道大学３名 

(東京都)日本女子大学３名、東京造形大学１名、東京家政学院大学２名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧ください 〕 

 

※ これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので、開催がせまっているイべント 

○山形大学オープンキャンパス２０１３を開催 

山形大学を志望している受験生や、高校１・２年生、高校教員、保護者等の皆様を対象に

「山形大学オープンキャンパス 2013」を開催します。山形大学のことをより詳しく知ってい

ただくため、各学部（学科）概要説明や、模擬講義、体験授業、相談コーナー等を行います。 

◆開催日： 

○飯田キャンパス（医学部）                      ７月２７日（土） 

○米沢キャンパス（工学部）                      ８月 ２日（金） 

○鶴岡キャンパス（農学部）                      ８月 ２日（金） 

○小白川キャンパス（人文学部、地域教育文化学部、理学部）  ８月 ３日（土） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 



テーマ  『山形発 ～食の魅力と可能性～』 

やまがた夜話 

会  場 

お申し込み 

対  象 

アクセス ゆうキャンパス・ステーション  
（山形むらきさわビル１階） 

高校生・学生・一般市民        

入場無料 
定員：５０名 

山形駅東口より徒歩１分 

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。 

        〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

        ℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820 

        E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
 

お申込み・お問合せ 

主   催  大学コンソーシアムやまがた 



FAX：023-628-4820 

大学コンソーシアムやまがた事務局 行き 

やまがた夜話に参加申込みをします。 

 

 

参加日 

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。 

□  平成２５年 ８月２１日（水） 講師： 鹿野 一郎 氏 

□  平成２５年 ８月２２日（木） 講師： 滝田  潤 氏 

□  平成２５年 ８月２７日（火） 講師： 西岡 昭博 氏 

□  平成２５年 ８月２８日（水） 講師： 五十嵐喜治 氏 

住 所 

〒 

 

氏 名 

 

連絡先 
TEL 

E-mail 

  所 属 

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。 

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。 

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。 

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、参
加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。 

【お申込み・お問合せ先】 

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション 

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 







【“つばさ”プロジェクト「大地連携ワークショップ」 プログラム詳細】 

【１日目】8月 6日（火） 【3日目】8月 8日（木） 

10:00 金山町中央公民館着 

10:00 開講式 

10:30 街並み散策 

12:00 昼食 

13:00 各班に分かれて FW開始 

9:00 「谷口がっこそば」にてそば打ち

体験 

12:00 昼食（自分で打ったソバ） 

13:30 プレゼン資料作成（中央公民 

館）と補足調査 

17:00 ホテル着 

 

1班（農業・郷土グルメ） 2班（林業・まちづくり） 3班（観光・ミステリー） 

13:30 農業体験（ネギ収穫等） 

17:00 ホテル着 

13:30 巨木探検（大美輪・ブナ他） 

17:00 ホテル着 

13:30 谷口銀山探索＆整備 

17:00 ホテル着 

【2日目】8月 7日（水） 【4日目】8月 9日（金） 

5:00 早朝農業体験（ニラ収穫） 

7:00 朝食（ホテル） 

8:00 ニラ収穫 

12:00 昼食 

13:00 ニラ収穫・選別作業、 

又はブルーベリー狩り 

15:00 ホテル着 

8:30 森林整備体験（町内の山林） 

 

 

12:00 昼食 

13:00 森林整備→金山住宅・木質

チップボイラー見学 

16:00 ホテル着 

8:30 大美輪見学 

9:00 安沢青龍寺付近整備 

10:30 片貝岩円地蔵整備 

12:00 昼食 

13:00 上台峠散策 

16:00 ホテル着 

9:00 中央公民館にて発表会準備 

10:00 発表会(町民の方々も参加) 

12:00 昼食 

13:30 FW振り返り（山形大学より） 

15:30 山形大学へ出発 

 

18:00 交流会  

 ●１日目午後から２日目終了まで、３班に分かれてフィールドワークを行う。  

（１．農業・郷土グルメゾーン ２．林業・まちづくりゾーン ３．観光・ミステリーゾーン）  

●３日目午後は、金山町中央公民館にてプレゼン資料作成と補足調査を行う。  

●４日目は、３班合同で発表会を行い、参加している町民の方投票により、No.1 を決定する。午後は、山形大学基盤教育院   

杉原  真晃准教授がまとめの講義を行う。  

  

＜問い合わせ先＞ 山形大学小白川キャンパス事務部 教務課教育企画担当 TEL / FAX 023(628)4720 




